
「
日
本
の
食
糧
基
地
」
と
し
て
、

野
菜
、
米
、
果
物
、
乳
製

品
、
畜
産
、
漁
業
と
あ
ら
ゆ
る
第
１
次

生
産
品
を
全
国
に
供
給
し
て
い
る
北
海

道
。
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
漁
業
は

生
産
量
・
生
産
額
と
も
に
全
国
第
１
位

を
誇
り
、
６
次
産
業
化
を
行
う
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
と
て
も
高
い
と
い
え
よ
う
。

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
農
林
漁
業

成
長
産
業
化
支
援
機
構
（
以
下
「
支
援

機
構
」）
の
出
資
合
意
案
件
で
あ
り
、

北
洋
６
次
産
業
化
応
援
フ
ァ
ン
ド
投
資

事
業
有
限
責
任
組
合
（
以
下
「
北
洋
６

次
産
業
化
応
援
フ
ァ
ン
ド
」）
が
出

資
・
経
営
支
援
を
行
う
「
地
元
産
ぶ
ど

う
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。

昨
年
９
月
、
支
援
機
構
か
ら
出
資
合
意

を
受
け
た
第
１
陣
案
件
の
一
つ
だ
。

●

北
洋
銀
行
で
は
、
食
の
分
野
や
観
光

事
業
、
も
の
づ
く
り
企
業
な
ど
、
北
海

道
の
成
長
分
野
や
地
域
産
業
を
支
援
す

る
た
め
、
平
成
２１
年
６
月
に
専
門
部
署

で
あ
る
「
地
域
産
業
支
援
部
」
を
設

置
。
特
に
食
の
分
野
に
お
い
て
は
、
現

在
の
よ
う
に
「
６
次
産
業
化
」
と
い
う

言
葉
が
叫
ば
れ
る
以
前
か
ら
先
駆
け
て

北
海
道
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
や
食

品
産
業
に
お
い
て
、
１
次
産
業
で
あ
る

農
業
と
２
次
産
業
で
あ
る
食
品
加
工
業

の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
そ
れ
を
外
食
・
流

通
業
の
３
次
産
業
に
つ
な
げ
る
食
品
相

談
会
を
開
く
な
ど
、
商
流
の
川
上
（
１

次
産
業
）
か
ら
川
下
（
３
次
産
業
）
ま

で
一
貫
し
た
支
援
活
動
に
い
ち
早
く
注

力
し
て
き
た
。

相
談
案
件
が
増
加
し
、
よ
り
専
門
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
現
在
で
は
、
部
内
を
�
フ
ー
ド

ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
、
�
観
光
振
興
室
、

�
も
の
づ
く
り
・
新
事
業
推
進
室
、
�

青
函
産
業
振
興
室
の
四
つ
に
細
分
化

し
、
各
分
野
に
特
化
し
て
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

付
加
価
値
率
が
全
国
最
低
の

レ
ベ
ル
に
あ
る
北
海
道

地
域
事
業
者
の
６
次
産
業
化
支
援
に

注
力
す
る
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
で

は
、
生
産
者
に
対
し
て
Ａ
Ｂ
Ｌ
や
知
的

財
産
権
担
保
融
資
な
ど
多
様
な
資
金
供

給
方
法
を
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
。
食

品
加
工
業
者
に
対
し
て
は
、
百
貨
店
バ

イ
ヤ
ー
や
料
理
研
究
家
等
か
ら
の
ア
ド

バ
イ
ス
で
商
品
力
を
強
化
す
る
「
食
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
」
事
業
を
展

開
す
る
な
ど
、
他
府
県
に
先
ん
じ
て
高

い
レ
ベ
ル
の
支
援
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
室
の
郷
雄
司
室
長
は
、
い
ま
北

海
道
の
産
業
は
そ
の
根
底
を
揺
る
が
す

大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
る
と
語
っ

て
く
れ
た
。

「
ご
存
じ
の
と
お
り
、
北
海
道
は
農
業

産
出
額
、
漁
業
生
産
額
と
も
に
全
国
ト

ッ
プ
で
あ
り
、
こ
れ
が
『
食
糧
基
地
』

と
言
わ
れ
る
所
以
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
農
林
水
産
業
、
お
よ
び
食
品
産
業

に
お
け
る
付
加
価
値
率
は
、
全
国
で
最

低
レ
ベ
ル
な
の
で
す
。
付
加
価
値
率

は
、
原
材
料
が
商
品
と
な
り
実
際
に
消

費
者
の
手
に
渡
る
間
に
ど
の
程
度
付
加

価
値
を
付
与
で
き
た
か
を
表
す
数
値
。

つ
ま
り
、
北
海
道
は
１
次
生
産
し
た
原

材
料
か
ら
高
付
加
価
値
な
製
商
品
を
生

み
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。
こ
れ
が
続
け
ば
、
北
海
道
の

産
業
は
右
肩
下
が
り
に
な
る
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
１
次
生
産
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
問
題
に
よ
る
離
農
率
も
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
北
海
道
の
産
業
構
造

を
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
に
向
け
る
要
因
と

な
っ
て
い
ま
す
」

１
次
産
品
で
あ
る
原
材
料
を
付
加
価

値
の
高
い
製
商
品
と
し
て
加
工
し
、
販

売
力
の
高
い
流
通
網
に
乗
せ
る
―
―
。

そ
の
た
め
に
は
、
川
上
か
ら
川
下
ま
で

の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
つ
な
ぐ
６
次

産
業
化
を
行
う
こ
と
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
。
こ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
地

域
の
新
た
な
雇
用
創
出
に
も
結
び
付

き
、
離
農
率
の
改
善
も
夢
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
北
洋
銀
行
が
そ
の
課
題
解

決
の
た
め
に
設
立
し
た
の
が
、「
北
洋

６
次
産
業
化
応
援
フ
ァ
ン
ド
」
だ
。

北
洋
６
次
産
業
化
応
援
フ
ァ
ン
ド

は
、
北
洋
銀
行
と
支
援
機
構
、
そ
し
て

公
益
財
団
法
人
北
海
道
中
小
企
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
出
資
を
行

う
。
北
海
道
の
農
林
漁
業
者
等
と
２

次
・
３
次
産
業
の
事
業
者
を
マ
ッ
チ
ン

グ
さ
せ
、
農
林
水
産
物
の
付
加
価
値
向

上
や
地
域
資
源
活
用
に
よ
る
６
次
産
業

�
郷
雄
司
・
北
洋
銀
行
地
域
産
業
支
援
部

フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室
・
室
長

�
越
田
雄
三
・
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
室

管
理
役

シリーズ
地地域域のの６６次次産業を育てる！

第３回

北
洋
銀
行

「
地
元
産
ぶ
ど
う
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
取
組
み

顧
客
を
つ
か
む
集
客客
術術
をを
提提
案案
しし

資
金
計
画
を
ブ
ラ
ッッ
シシ
ュュ
アア
ッッ
ププ

生生
産産
者者
のの
立立
場
に
立
っ
た
経
営
ア
ド
ババ
イイ
スス
にに
注注
力力
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